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令和７年度第１回岸和田市地域公共交通協議会

 地域公共交通確保維持改善事業について

①地域間幹線系統補助
・市町村を跨いで運行する路線について国の補助制度を活用（別途補助要件あり）
・補助率は運行経費の1/2
・本市の場合、東ヶ丘線と山直線が対象

→補助概要の詳細は３ページ参照

②地域内フィーダー系統補助
・市町村を跨いで運行する幹線バス交通と接続し、赤字となる支線について国の補助
制度を活用（別途補助要件あり）

・補助率は運行経費の1/2
・本市の場合、10月6日より新ルートで運行するローズバスが対象

→補助概要の説明は16ページ参照
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①地域間幹線系統補助
補助の概要

令和７年度第１回岸和田市地域公共交通協議会



4

令和７年度第１回岸和田市地域公共交通協議会

①地域間幹線系統補助
運行を確保・維持するバス系統
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令和７年度第１回岸和田市地域公共交通協議会

①地域間幹線系統補助
表１ 地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行予定者

令和８年度

岸和田市 南海ウイングバス㈱ (17) 東ケ丘線 4,933

南海ウイングバス㈱ (18) 山直線 1,165

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

6,098

（注）

１．本表に記載する運行予定系統を示した地図（運行予定系統が熊本地震被災市町村における応急仮設住宅の１キロメートル以内を経由することを図示したものを含む）を添付すること。

表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行予定者（地域間幹線系統）

３．補助対象期間の計画と比較し、翌年度及び翌々年度の計画が同じ若しくは曜日の違いによる運行回数以外に変更がない場合については、その旨を記載することで足りるものとする。　（ 記載
例 「令和○年度、令和○年度については、令和○年度事業から　土日・祝日の日数による運行回数等の違いを除き、変更がないため省略」）

２．「特例措置」には、地域公共交通再編実施計画の認定を受け、地域間幹線系統に係る特例措置の適用を受ける場合には「１」を、平成２９年８月２日改正附則第２条の規定に該当する場合に
は「２」を、補助金交付要綱別表２　５．ただし書きに該当する場合には「３」を記載する。

特
例
措
置

合　　　　　計

都道府県
（市区町村）

運行予定者名
運行系統名
（申請番号）

確保維持事
業に要する国

庫補助額
（千円）
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令和７年度第１回岸和田市地域公共交通協議会

①地域間幹線系統補助
表２ 地域公共交通確保維持事情に要する費用の総額、負担者及びその負担額
表２　地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額（地域間幹線系統用）

１．申請事業者の概要

千円 千円

千円 千円

千円 千円

㎞ ％

千円 千円

千円 千円

千円 千円

㎞ ％

千円 千円

千円 千円

千円 千円

㎞ ％

（補助対象事業者の「基準期間
※

を最終年度とする連続した過去３年間」における実車走行キロ当たり経常費用等）

※「基準期間」とは、補助対象期間の前々年度の補助対象期間をいう。

226

39,554

29,082

0

29,082

28,263

4,715

23,548

補助対象期間の
前々年度の

実車走行キロ（ハ）
2,361,976

基準期間の前年度の
実車走行キロ（ハ’）

2,402,018

基準期間の前々年度の
実車走行キロ（ハ”）

2,390,025

事業者名 南海ウイングバス株式会社 令和８年度

補助対象期間の

前々年度(基準期間※)の
損益状況

乗合バス事業

営業収益 915,914 千円 営業外収益 経常収益（イ）

営業損益 64,004 千円 営業外損益 経常損益 103,558

955,694

営業費用 851,910 千円 営業外費用 経常費用（ロ） 852,136

39,780

経常収支率 112.15%

基準期間の前年度の
損益状況

乗合バス事業

営業収益 900,274 千円 営業外収益

営業損益 45,778 千円 営業外損益 経常損益 74,860

経常収益（イ’） 929,356

営業費用 854,496 千円 営業外費用 経常費用（ロ’） 854,496

経常収支率 108.76%

基準期間の前々年度の
損益状況

乗合バス事業

営業収益 846,549 千円 営業外収益

営業損益 2,971 千円 営業外損益 経常損益 26,519

経常収益（イ”） 874,812

営業費用 843,578 千円 営業外費用 経常費用（ロ”） 848,293

経常収支率 103.13%

補助ブロック名

補助対象事業者の実車走行キロ当

たり経常費用

（基準期間の前々年度）

ロ”÷ハ”＝ａ

補助対象事業者の実車走行キロ当

たり経常費用

（基準期間の前年度）

ロ’÷ハ’＝ｂ

補助対象事業者の実車走行キロ当た

り経常費用

　（基準期間）

ロ÷ハ＝ｃ

京阪神 354円93銭 355円74銭 360円77銭

円　　　　銭 円　　　　銭 円　　　　銭
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令和７年度第１回岸和田市地域公共交通協議会

①地域間幹線系統補助
表２ 地域公共交通確保維持事情に要する費用の総額、負担者及びその負担額

３．旅客運賃の上限変更認可状況

４．補助対象系統ごとに要する費用、負担者とその負担割合

ﾙ÷ﾁ

5230

(14.3)

5230

(14.3)

5230

(14.3)

6752.5

(18.4 )

6752.5

(18.4 )

6752.5

(18.4 )

人日 回

3.2 人

京阪神

45.7

岸和田市 45.7

和泉市 45.7

20.2

岸和田市 20.2

和泉市 20.2

1.118 山直線

道の駅

愛彩ラ ン

ド

山直東
和泉

中央駅 365

365

東ヶ丘線

往0．0Ｋｍ （平均） 往0．0Ｋｍ （平均）
0% 100%

復6．4Ｋｍ 　6．4Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 0．0Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ

往6．5Ｋｍ （平均） 往0．0Ｋｍ
0%

往0．0Ｋｍ （平均）

（平均）
0% 84.328%

復13．4Ｋｍ 　13．4Ｋｍ 復　0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 0．0Ｋｍ 復2．1Ｋｍ 2．1Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ

往13．4Ｋｍ （平均） 往　0．0Ｋｍ （平均）
0%

往0．0Ｋｍ （平均）

京阪神 令和5年2月1日

令和　　　年　　月　　日

基準期間の前年度

補助ブロック名 認可日
認可を受けた補助対象期

間
改定率

コ

10.06%

％

補助金交

付要綱別

表２（注）
４．の適用

割合
フ

２/３

／３

ヌ
①×②

＝③

令和　　　年　　月　　日

補助ブ

ロック

名

申請

番号

特

例

措

置

運行

系統

名

運行系統

計画運行

日数

％／３

3.2 人

補助ブロック外

乗入部分のキロ程

同一補助ブロック

都道府県外乗入

部分のキロ程

他路線との競合

部分に係るキロ程

他路線

との競

合率

補助ブロック外

乗入部分、同

一補助ブロック

都道府県外乗

入部分及び他

路線との競合

部分以外のキ

ロ程の比率起点
主な

経由地
終点

①＝カッコ内 ②

計画運行回

数

（　　）

計画平均乗

車密度

計画

輸送量
系統キロ程

地域公共交通再編事業を実

施する区域におけるキロ程

系統キロ程と地域公共交通再

編事業を実施する区域における

キロ程との比率

ル
（チー（リ＋ヌ＋

ル））÷チ＝ヲ
チ オ オ÷チ＝ク リ

東ヶ丘線
岸和田

駅

荒木町

徳洲会

和泉

中央駅 365 日 回

（平均） 往0．0Ｋｍ
日 回 3.2 人

往2．1Ｋｍ （平均） 往0．0Ｋｍ

（平均）
0% 100%

復13．4Ｋｍ 　13．4Ｋｍ 復　0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ 復0．0Ｋｍ

往　0．0Ｋｍ （平均）
0%

往0．0Ｋｍ （平均） 往0．0Ｋｍ

0．0Ｋｍ 復0．0Ｋｍ

往13．4Ｋｍ （平均）

0．0Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ

（平均） 往0．0Ｋｍ （平均）
0% 15.672%

復13．4Ｋｍ 　13．4Ｋｍ 復　0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ 復0．0Ｋｍ

往　0．0Ｋｍ （平均）
0%

往0．0Ｋｍ （平均） 往11．3Ｋｍ

0．0Ｋｍ 復11．3Ｋｍ

往13．4Ｋｍ （平均）

11．3Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ

山直線

道の駅

愛彩ラ ン

ド

山直東
和泉

中央駅

日 回

山直線

道の駅

愛彩ラ ン

ド

山直東

365 日 回

岸和田

駅

荒木町

徳洲会

和泉

中央駅 365

17 東ヶ丘線
岸和田

駅

荒木町

徳洲会

和泉

中央駅

0% 76.563%
（平均） 往0．0Ｋｍ

0%
往0．0Ｋｍ （平均）

　6．4Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ

往1．5Ｋｍ （平均） 往0．0Ｋｍ （平均）

　0．0Ｋｍ 復1．5Ｋｍ 1．5Ｋｍ
1.1 人

往6．5Ｋｍ

復6．4Ｋｍ

和泉

中央駅 365 日 回 1.1 人
（平均）

0%
　0．0Ｋｍ

往6．5Ｋｍ （平均） 往0．0Ｋｍ
0%

往0．0Ｋｍ

　6．4Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ 復0．0Ｋｍ 　0．0Ｋｍ 復4．9Ｋｍ 4．9Ｋｍ 復0．0Ｋｍ

（平均） 往5．0Ｋｍ （平均） 往0．0Ｋｍ

往　．　Ｋｍ 往　．　Ｋｍ
合計 系統

復　．　Ｋｍ 　．　Ｋｍ復　．　Ｋｍ 　．　Ｋｍ 復　．　Ｋｍ 　．　Ｋｍ 復　．　Ｋｍ 　．　Ｋｍ

往　．　Ｋｍ 往　．　Ｋｍ

基準期間の　　　年度

基準期間の　　　年度

往　．　Ｋｍ

復　．　Ｋｍ 　．　Ｋｍ

23.437%
復6．4Ｋｍ
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令和７年度第１回岸和田市地域公共交通協議会

①地域間幹線系統補助
表２ 地域公共交通確保維持事情に要する費用の総額、負担者及びその負担額

17 140177.4 ．ｋｍ 50,062,956 円 30,887,895 円 143433.6 ．ｋｍ 31,207,011 円 136948 ．ｋｍ 32,378,576 円 140552.6 ．ｋｍ 円

118208.8 ．ｋｍ 42,217,091 円 26,047,144 円 120954.7 ．ｋｍ 26,316,248 円 115485.5 ．ｋｍ 27,304,206 円 118525.2 ．ｋｍ 円

21968.6 ．ｋｍ 7,845,865 円 4,840,751 円 22478.9 ．ｋｍ 4,890,763 円 21462.5 ．ｋｍ 5,074,370 円 22027.4 ．ｋｍ 円

18 87107.3 ．ｋｍ 31109501 円 円 ．ｋｍ 9,188,768 円 78038.6 ．ｋｍ 10,832,458 円 87345.9 ．ｋｍ 円

66692.0 ．ｋｍ 23,818,381 円 円 ．ｋｍ 7,035,196 円 59748.7 ．ｋｍ 8,293,655 円 66874.6 ．ｋｍ 円

20415.3 ．ｋｍ 7,291,120 円 円 ．ｋｍ 2,153,572 円 18289.9 ．ｋｍ 2,538,803 円 20471.3 ．ｋｍ 円

．ｋｍ 円 円 ．ｋｍ 円 ．ｋｍ 円 ．ｋｍ 円

17 円 円 円 円 円 円 千円 千円 円 円

円 円 円 円 円 円 千円 千円 円 円

円 円 円 円 円 円 千円 千円 円 円

18 円 円 円 円 円 円 千円 千円 円 円

円 円 円 円 円 円 千円 千円 円 円

円 円 円 円 円 円 千円 千円 円 円

円 円 円 円 円 円 千円 千円 円 円

京阪神

岸和田市

和泉市

岸和田市

和泉市

岸和田市

和泉市

10,718,271 10,718,271 2,330,059 2,330 1,165 15,757,318 14,592,318

4,467,523

　　　230円36銭 26,540,239

76.563% 　　　120円87銭 　　　円　　銭 　　　円　　銭 　　　円　　銭 　　　120円87銭 　　　円　　銭 　　　117円74銭 　　　124円1銭 8,061,062

100% 　　　120円87銭 　　　円　　銭 　　　117円74銭

15.672% 　　　224円52銭 　　　215円34銭 　　　227円87銭　　　円　　銭

（チー（リ＋

ヌ））÷チ＝

ヲ’

ワ ヘ×ワ以下の額：カ

ノ'とノ"のいずれか少

ない額

ノ

経常収益

ヤ”

補助金交付要綱別表２（注）４．の適用があ

る場合
補助ブ

ロック

名

申請

番号

特

例

措

置

補助ブロック

外乗入部分及

び同一補助ブ

ロック都道府

県外乗入部分

以外のキロ程

の比率

計画実車走行

キロ

補助対象

経常費用

の見込額

100% 　　　224円52銭 　　　215円34銭 　　　227円87銭　　　円　　銭

　　　円　　銭

84.328% 　　　224円52銭 　　　円　　銭 　　　円　　銭 　　　円　　銭 　　　224円52銭 　　　215円34銭 　　　227円87銭

2,467,59723.437% 　　　120円87銭 　　　円　　銭 　　　117円74銭 　　　124円1銭　　　円　　銭

　　　124円1銭　　　円　　銭 10,528,659

　　　円　　銭

合計

経常費用から

経常収益を

控除した額

損失額から国庫補助

額を控除した額補助ブ

ロック

名

申請

番号

特

例

措

置

ソのうち補助ブ

ロック外乗入部

分、同一補助ブ

ロック都道府県外

乗入部分及び他

路線との競合部分

以外に係るもの

ソのうち補助ブロック外乗入部

分及び同一補助ブロック都道

府県外乗入部分以外に係るも

の

計画平均

乗車密度

が5人未満

の路線

補助対象経費 計画額

補助対象経常

費用から経常

収益を控除した額

補助対象経費

の限度額

タ又はレのうちいず

れか少ないほうの額

カ－ヨ＝タ カ×9/20＝レ ソ

18,590,327 11,700,205 11,700 5,850

ム－ラ＝ウソ×ヲ＝ツ ソ×ヲ’＝ツ’
ツ×みなし運行回数／

①計画運行回数＝ネ
ナ ナ×1/2＝ラ ニ×ワ－ヨ＝ム

19,059,842

18,590,327 12,740,327

2,913,475 2,913,475 1,833,656 1,834 917 2,913,475 1,996,475

15,676,851 10,743,851

13,999,275 13,999,275 3,043,320 3,043 1,521

15,676,852 15,676,852 9,866,549 9,866 4,933

20,580,842

18,590,327

合計

3,281,004 3,281,004 713,261 713 356 4,823,5234,823,523 3,281,004 3,281,004

京阪神

岸和田市

和泉市

18,590,327 22,528,330 18,590,327

2,913,475

経常収益控除額

ケとgのいずれか

少ない額

h

補助対象系統のキロ当たり経常収益

　　　円　　銭

　　　円　　銭 　　　120円87銭

　　　230円36銭

　　　円　　銭 　　　円　　銭 　　　230円36銭

実車走行

キロ

マ

補助対象系統

の実車走行キ

ロ当たり経常収

益

ヤ÷マ＝f

基準期間に

おける実車

走行キロ当

たり経常収

益の運賃改

定による増

収分

f×コ÷(1＋

コ）×フ＝g

実車走行

キロ

マ”

補助対象系統

の実車走行キ

ロ当たり経常

収益

ヤ”÷マ”＝d

経常収益

ヤ’

実車走行

キロ

マ’

補助対象系統

の実車走行キ

ロ当たり経常

収益

ヤ’÷マ’＝e

経常収益

ヤ

基準期間の前々年度 基準期間の前年度

　　　円　　銭

　　　円　　銭

補助対象

経常収益

の見込額

補助金交付

要綱別表２

（注）４．の

適用後のキ

ロ当たり経

常収益

ノ'ーh＝ノ"

(d+e+f)/3 =ノ'

３カ年平均

　　　224円52銭

　　　224円52銭

　　　120円87銭

4,932,390

31,472,629

ノ×ワ以上の額：ヨ

基準期間

3,530,639 2,913,475

15,757,319 10,718,271 10,718,271

15,676,852 18,997,691 15,676,852

20,580,842 13,999,275 13,999,275



13

令和７年度第１回岸和田市地域公共交通協議会

①地域間幹線系統補助
表２ 地域公共交通確保維持事情に要する費用の総額、負担者及びその負担額

17 円 ％ 円 ％ 円 ％ 12,740,327 円 100 ％

円 ％ 円 ％ 円 ％ 10,743,851 円 100 ％

円 ％ 円 ％ 円 ％ 1,996,475 円 100 ％

18 円 ％ 19,059,842 円 100 ％ 円 ％ 円 ％

円 ％ 円 100 ％ 円 ％ 円 ％

円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％

円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％

ウの負担者とその負担割合

都道府県 市区町村 その他の者 事業者自己負担

「その他の

者」の具体

的概要

負担額 負担割合 負担額 負担割合 負担額 負担割合 負担額 負担割合

合計

補助ブ

ロック

名

申請

番号

特

例

措

置

京阪神

岸和田市

和泉市

岸和田市

和泉市

山直線は岸

和田市が負

担
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①地域間幹線系統補助
表２ 地域公共交通確保維持事情に要する費用の総額、負担者及びその負担額

(1) 記載要領

1.乗合バス事業の収益、実車走行キロについては、高速バス及び 定期観光バス等を除き、費用については、高速バス及び定期観光バス等並びに補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）における補助金交付要綱第２編
第１章第３節に係る経常費用を除くこと。

2.補助対象事業者の決算期間が補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）と相違している事業者にあっては、補助対象期間の仮決算を行い、その損益状況（千円未満の端数は切り捨て）を損益状況欄に記載すること。

3.補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）中の乗合バス事業と他の事業を兼業している場合の関連収益及び費用の配分は、昭和52年５月17日付け自総第338号、自旅第151号、自貨第55号によること。なお、これによ
り会計を整理することができない特別の理由があるときは、国土交通大臣に報告し、その承認を求めること。

4.「補助対象期間の前々年度（基準期間）の損益状況」の欄、「基準期間の前年度の損益状況」の欄、「基準期間の前々年度の損益状況」の欄は、消費税相当額を控除した額を記載すること。

5.「補助ブロック名」の欄は、補助金交付要綱別表６の名称を記載すること。

6.地域キロ当たり標準経常費用は、補助ブロックを管轄する地方運輸局等が通知した数値によること。

6.「認可を受けた補助対象期間」の欄は、認可を受けた日付について、基準期間の「当年度」、「前年度」又は「前々年度」のいずれに該当するかを記載すること。

7.「補助金交付要綱別表２（注）４．の適用割合」欄は、「認可を受けた補助対象期間」が基準期間の「当年度」の場合は「３／３」、「前年度」の場合は「２／３」、「前々年度」の場合は「１／３」をそれぞれ記載すること。

8.「改定率」欄は、認可を受けた旅客運賃の上限変更の平均改定率を小数点第２位（第３位以下切り捨て）にて記載すること。

7.申請番号は、事業者ごと、系統ごとに一連番号とすること。なお、１系統が２つ以上の補助ブロックにまたがる場合は、その比率に応じ低い方をカッコ書きの番号とすること。

8.「特例措置」の欄は、地域公共交通再編実施計画の認定を受け、特例措置の適用を受けることとなる場合には「１」を、平成２９年８月２日改正附則第２条の規定に該当する場合には「２」を、補助金交付要綱別表２ ５．ただ
し書きに該当する場合には「３」を記載する。

9.「計画運行回数」の欄には、補助対象期間中の全暦日数における総計画運行回数を記載する。また、カッコ内には１日当り計画運行回数又は平日１日当り計画運行回数のいずれかを記載する。

10.「系統キロ程」の欄、「地域公共交通再編事業を実施する区域におけるキロ程」の欄、「補助ブロック外乗入部分のキロ程」の欄、「都道府県外乗入部分のキロ程」の欄及び「他路線との競合部分に係るキロ程」の欄は、小数
点第１位（第２位以下切り捨て）まで算出し、往・復のキロ程が異なる系統については、平均値も記載すること。また、平均値の合計の欄については、往・復の合計の平均値ではなく、各申請系統の往・復の平均値の合計を記載す
ること。

11.「同一補助ブロック都道府県外乗入部分のキロ程」の欄は、同一補助ブロック内における都道府県外乗入部分のキロ程を記載することとし、補助ブロックが異なる都道府県外乗入部分は（リ）に記載すること。

12.「他路線との競合部分に係るキロ程」とは、他の運行系統との競合区間の合計が50％以上の生活交通路線であって、当該競合区間の輸送量が１日当たり150人を超える部分のキロ程のことをいい、当該補助ブロック内区間（系
統キロ程（チ）－補助ブロック外乗入部分のキロ程（リ）－同一補助ブロック都道府県外乗入部分のキロ程（ヌ））に係るキロ程を記載すること。

13.「補助ブロック外乗入部分及び都道府県外乗入部分以外のキロ程の比率」の欄、「ソのうち補助ブロック外乗入部分及び同一補助ブロック都道府県外乗入部分以外に係るもの」の欄は、「特例措置」の欄に「１」又は「２」を
記載した系統のみ記載すること。

14.「系統キロ程と地域公共交通再編事業を実施する区域におけるキロ程との比率」の欄、「他路線との競合率」の欄、「補助ブロック外乗入部分、都道府県外乗入部分及び他路線との競合部分以外のキロ程の比率」の欄、「補助
ブロック外乗入部分及び都道府県外乗入部分以外のキロ程の比率」の欄については、％以下第３位（小数点第４位切り捨て）まで算出して記載すること。

15.「計画実車走行キロ」の欄、「補助対象系統のキロ当たり経常収益」の「実車走行キロ」の欄は、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで算出して記載すること。

16.「計画平均乗車密度が５人未満の路線」の欄は、計画平均乗車密度が５人未満の路線についてのみ記載すること。なお、みなし運行回数とは当該運行系統の計画輸送量を５人で除した数値（端数切り捨て）をいう。

17.「補助対象経費」の欄は、（ネ）（計画平均乗車密度が５人未満の路線）に記載がある場合は（ネ）の金額を記載し、記載がない場合は（ツ）の金額を記載する。また、「特例措置」の欄に「１」を記載した系統については、
左記の場合の（ネ）の金額又は（ツ）の金額に、（ツ’）の金額から左記の場合の（ネ）の金額又は（ツ）の金額を控除して得た金額に（ク）の比率を乗じて得た金額を加えた金額を記載する。さらに、「特例措置」の欄に「２」
を記載した系統については、（ツ’）の金額を記載する（千円未満の端数は切り捨てること）。

18.「補助対象系統の実車走行キロ当たり経常収益」の欄の（ノ）は、基準期間、基準期間の前年度と基準期間の前々年度の各系統におけるキロ当たり経常収益の実績を平均して算出すること。なお、新設系統で基準期間の実績が
ない場合は、補助対象経常費用の見込額の１１／２０に相当する額と都道府県協議会等が算出する経常収益の見込額のうち、いずれか高い額を記載すること。
また、基準期間の前々年度の実績がない場合は、基準期間と基準期間の前年度の実績を平均して算出することとし、基準期間の前年度と基準期間の前々年度のいずれの実績がない場合は、基準期間の実績を記載すること。

19.「計画額」の欄は、系統ごとに百円単位（0.5千円）まで記載することとし、合計の千円未満の端数は切り捨てること。

20.計算上生じた単位未満の端数は切り捨てること。

21.補助対象期間の計画と比較し、翌年度及び翌々年度の計画が同じ若しくは曜日の違いによる運行回数以外に変更がない場合については、その旨を記載することで足りるものとする。
（ 記載例 「令和○年度、令和○年度については、令和○年度事業から 土日・祝日の日数による運行回数等の違いを除き、変更がないため省略」）

(2) 添付書類

1. 補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）の前々年度（基準期間）に係る旅客自動車運送事業等報告規則第２条第２項の「事業報告書」（補助金交付要綱第２編第１章第３節に係る経常費用を除く）及びこれに関連
する必要な事項を記載した書類（関連書類）、並びに基準期間の前年度、基準期間の前々年度に係る事業報告書及び関連書類。
ただし、過去に生活交通確保維持改善計画の認定申請又は補助金交付申請の添付書類として既に提出している場合は、当該書類の添付を省略することができる。

2. 補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）の前々年度（基準期間）に係る様式第１－５の運行系統別輸送実績及び平均乗車密度算定表（補助対象路線に係るものに限る）、並びに基準期間の前年度、基準期間の前々
年度に係る様式第１－５。
ただし、過去に生活交通確保維持改善計画の認定申請又は補助金交付申請の添付書類として既に提出している場合は、当該書類の添付を省略することができる。

3．地域公共交通再編実施計画の認定を受け、特例措置の適用を受けることとなる場合は、地域公共交通再編実施計画の写し及び認定通知書の写し並びに再編特例を受けようとする系統の再編の概要

4．旅客運賃の上限変更認可を受け、補助金交付要綱別表２（注）４．の適用を受けることとなる場合は、当該認可書の写し



15
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①地域間幹線系統補助
地域公共交通確保維持事業実施要領２.（1）④にイに基づく同一とみる運行系統一覧

地域公共交通確保維持改善事業実施要領２．（１）④イに基づく同一とみる運行系統一覧

運行回数

起点
主な

経由地
終点

平日
土曜
休日

キロ程
主系統に
対する
割合

17 南海ウイングバス 東ケ丘線 岸和田駅前 市民病院前 和泉中央駅 12.8km
1
0
0

2.5km 18.6%

この系統は、起終点及び経路の大部分が主
系統と共通であり、同じ時刻表に記載され
ており、同一系統として利用者に認識され
ている。
このため、主系統と同一の補助対象系統に
属するものとして取り扱う必要がある。

申請
番号

運行系統

系統
キロ程

主系統と異なる区間

協議会が同一の補助対象
系統として取扱う理由

運行系統名事業者名
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①
地
域
間
幹
線
系
統
補
助

生
産
性
向
上
４
事
例
関
係

番
号

事
業

者
名

系
統

名

1
7

南
海

ウ
イ

ン
グ

バ
ス

㈱
東

ケ
丘

線

1
8

南
海

ウ
イ

ン
グ

バ
ス

㈱
山

直
線

事
例

１
（
貨

客
混

載
の

取
組

）
適

用
（
可

o
r否

）
否

事
例

２
（
バ

ス
路

線
の

再
編

）
適

用
（
可

o
r否

）
検

討

事
例

３
（
路

線
バ

ス
へ

の
混

乗
化

）
適

用
（
可

o
r否

）
否

事
例

４
（
地

域
住

民
の

生
活

利
用

と
観

光
利

用
の

混
乗

）
適

用
（
可

o
r否

）
否

代
替

輸
送

手
段

へ
の

見
直

さ
ず

、
バ

ス
系

統
と

し
て

維
持

す
る

必
要

が
あ

る
理

由
(1

5
人

/
日

未
満

 o
r 平

均
乗

車
密

度
5
人

未
満

)

【
岸

和
田

市
】

・
山

直
線

終
点

停
留

所
「
道

の
駅

愛
彩

ラ
ン

ド
」
に

、
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

を
設

置
（
令

和
５

年
３

月
）
。

異
な

る
交

通
モ

ー
ド

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

観
光

利
用

と
の

相
乗

効
果

を
図

る
。

【
南

海
ウ

イ
ン

グ
バ

ス
】

・
バ

ス
事

業
者

と
し

て
協

力
で

き
る

こ
と

が
あ

れ
ば

、
岸

和
田

市
と

連
携

を
し

て
い

き
た

い
。

【
岸

和
田

市
】

・
当

該
路

線
は

岸
和

田
市

内
の

地
域

拠
点

と
市

外
の

拠
点

を
連

絡
し

、
通

勤
、

通
学

、
買

い
物

と
い

っ
た

日
常

生
活

に
係

る
移

動
や

観
光

等
に

至
る

多
様

な
目

的
で

の
移

動
を

支
え

る
路

線
と

し
て

生
活

利
用

に
欠

か
せ

な
い

路
線

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

通
勤

・
通

学
利

用
も

多
く
、

代
替

輸
送

は
困

難
で

あ
る

。

備
考

平
均

輸
送

密
度

５
人

未
満

【
岸

和
田

市
】

・
物

流
事

業
者

や
そ

の
利

用
者

か
ら

の
具

体
的

な
要

望
は

な
い

。
【
南

海
ウ

イ
ン

グ
バ

ス
】

・
効

率
的

な
車

両
運

用
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

車
両

限
定

的
運

用
、

貨
物

運
搬

時
間

を
加

味
す

る
と

運
用

は
困

難
。

・
多

客
利

用
時

に
荷

物
の

積
み

下
ろ

し
作

業
は

、
混

乱
と

事
故

を
招

く
恐

れ
が

あ
る

。
・
バ

ス
運

行
中

、
乗

務
員

に
荷

物
の

チ
ェ

ッ
ク

を
行

わ
せ

る
こ

と
は

不
可

能
。

【
岸

和
田

市
】

・
都

市
計

画
道

路
泉

州
山

手
線

の
延

伸
や

拠
点

の
形

成
に

合
わ

せ
て

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
再

編
を

進
め

、
拠

点
に

形
成

さ
れ

る
交

通
結

節
点

を
中

心
に

地
域

特
性

を
活

か
し

た
人

・
も

の
・
情

報
が

行
き

交
う

地
域

拠
点

、
広

域
交

通
拠

点
の

形
成

を
促

進
し

、
公

共
交

通
に

よ
る

市
内

外
の

ア
ク

セ
ス

改
善

を
図

る
。

【
南

海
ウ

イ
ン

グ
バ

ス
】

・
岸

和
田

市
と

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
あ

り
方

に
つ

い
て

連
携

を
し

て
い

き
た

い
。

【
岸

和
田

市
】
　

【
南

海
ウ

イ
ン

グ
バ

ス
】

・
他

に
路

線
バ

ス
へ

混
乗

で
き

そ
う

な
交

通
手

段
は

見
当

た
ら

な
い

。

平
均

輸
送

密
度

５
人

未
満
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①
地
域
間
幹
線
系
統
補
助

生
産
性
取
組
一
覧

1
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
の

導
入

に
よ

る
利

用
促

進

①
取

組
内

容
・

パ
ソ

コ
ン

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

、
携

帯
電

話
か

ら
H
P
に

て
バ

ス
の

運
行

状
況

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

確
認

で
き

る
サ

ー
ビ

ス
を

導
入

す
る

こ
と

に
よ

り
、

バ
ス

待
ち

環
境

の
改

善
を

行
う

こ
と

で
利

用
促

進
を

図
る

。
さ

ら
に

、
H
2
9
年

4
月

よ
り

バ
ス

停
や

バ
ス

車
内

、
H
P
に

て
P
R
を

行
い

、
平

成
2
9
年

8
月

よ
り

、
各

バ
ス

停
に

そ
の

バ
ス

停
を

通
過

す
る

バ
ス

の
運

行
状

況
が

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
等

で
確

認
で

き
る

Ｑ
Ｒ

コ
ー

ド
を

設
置

し
た

。
加

え
て

、
同

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
で

き
る

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
専

用
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

運
用

開
始

。
ま

た
、

平
成

2
9
年

1
1
月

よ
り

、
利

用
方

法
が

詳
細

に
記

載
さ

れ
て

い
る

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
各

タ
ー

ミ
ナ

ル
等

で
配

布
す

る
こ

と
に

よ
り

、
利

用
者

へ
の

周
知

を
図

っ
て

い
る

。
・

「
道

の
駅

愛
彩

ラ
ン

ド
」

に
モ

ビ
リ

テ
ィ

ポ
ー

ト
を

設
置

。
ポ

ー
ト

内
で

は
バ

ス
ロ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

情
報

を
配

信
す

る
と

と
も

に
、

周
辺

の
観

光
情

報
を

発
信

し
、

利
便

性
の

向
上

と
利

用
促

進
を

目
指

す
。

②
実

施
主

体
岸

和
田

市
、

南
海

ウ
イ

ン
グ

バ
ス

③
実

施
時

期
H
P
：

平
成

2
9
年

4
月

～
、

Q
R
：

平
成

2
9
年

8
月

下
旬

～
、

ア
プ

リ
：

平
成

2
9
年

8
月

3
1
日

～
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

：
平

成
2
9
年

1
1
月

～
 
、

モ
ビ

リ
テ

ィ
ポ

ー
ト

：
令

和
６

年
３

月
～

2
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
導

入
支

援
お

よ
び

Ｐ
Ｒ

①
取

組
内

容
H
2
9
年

度
か

ら
運

用
を

開
始

し
た

同
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

に
て

利
用

方
法

等
の

Ｐ
Ｒ

を
実

施
②

実
施

主
体

南
海

ウ
イ

ン
グ

バ
ス

③
実

施
時

期
継

続
中

3
住

民
へ

の
広

報
・

啓
発

に
よ

る
利

用
促

進

①
取

組
内

容
・

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
利

用
啓

発
・

市
広

報
誌

「
広

報
き

し
わ

だ
」

に
て

特
集

ペ
ー

ジ
を

用
い

て
路

線
バ

ス
に

係
る

啓
発

を
行

う
。

（
令

和
４

年
度

）
②

実
施

主
体

岸
和

田
市

③
実

施
時

期
H
P
：

継
続

中
、

広
報

誌
：

令
和

４
年

度

4
地

域
公

共
交

通
計

画
の

策
定

①
取

組
内

容
地

域
間

幹
線

系
統

と
他

の
路

線
や

鉄
道

等
と

の
接

続
も

考
慮

す
る

等
、

地
域

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
。

②
実

施
主

体
岸

和
田

市
③

実
施

時
期

令
和

5
年

3
月

策
定

（
令

和
7
年

3
月

一
部

改
訂

）

5
新

系
統

番
号

の
運

用
開

始
に

よ
る

識
別

性
向

上

①
取

組
内

容
す

べ
て

の
利

用
者

に
対

し
て

、
バ

ス
系

統
番

号
の

案
内

を
わ

か
り

や
す

く
す

 
る

た
め

、
国

土
交

通
省

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

き
、

系
統

番
号

の
変

更
に

よ
り

、
行

先
経

由
地

等
の

識
別

性
向

上
を

図
る

。
②

実
施

主
体

南
海

ウ
イ

ン
グ

バ
ス

③
実

施
時

期
令

和
2
年

3
月

1
日

～

6
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
お

よ
び

路
線

ガ
イ

ド
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
よ

る
利

便
性

の
向

上

①
取

組
内

容
南

海
バ

ス
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

全
面

的
な

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

に
よ

り
、

地
図

デ
ー

タ
 
上

か
ら

停
留

所
選

択
や

住
所

、
ラ

ン
ド

マ
ー

ク
の

直
接

入
力

か
ら

停
留

所
選

択
 
が

可
能

と
な

り
、

多
言

語
ペ

ー
ジ

を
追

加
（

英
語

、
韓

国
語

、
中

国
語

）
。

路
線

 
ガ

イ
ド

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
で

は
、

従
来

は
路

線
図

の
み

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
で

、
利

 
用

者
か

ら
は

わ
か

り
に

く
い

部
分

も
あ

っ
た

た
め

、
一

般
的

な
地

図
上

に
路

線
 
図

を
記

載
す

る
こ

と
に

よ
り

、
出

発
地

点
や

目
的

地
の

最
寄

り
の

バ
ス

停
を

見
 
つ

け
や

す
く

し
、

バ
ス

の
利

用
へ

の
ハ

ー
ド

ル
を

低
く

す
る

こ
と

で
、

利
便

性
の

 
向

上
を

図
る

。
②

実
施

主
体

南
海

ウ
イ

ン
グ

バ
ス

③
実

施
時

期
H
P
：

令
和

2
年

3
月

2
6
日

～
 
路

線
ガ

イ
ド

：
令

和
2
年

4
月

1
日

～

7
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

向
け

障
害

者
手

帳
ア

プ
リ

「
ミ

ラ
イ

ロ
I
D
」

の
取

り
扱

い
開

 
始

①
取

組
内

容
バ

ス
利

用
時

に
障

害
者

割
引

の
適

用
を

行
な

う
た

め
に

は
、

乗
務

員
に

障
害

者
手

帳
の

提
示

が
必

要
で

あ
り

、
障

害
者

手
帳

に
は

生
年

月
日

や
住

所
等

が
記

載
さ

れ
て

い
る

こ
と

や
障

害
者

手
帳

を
提

示
す

る
こ

と
自

体
に

利
用

者
の

心
的

負
担

が
あ

っ
た

。
そ

こ
で

、
障

害
者

手
帳

ア
プ

リ
「

ミ
ラ

イ
ロ

I
D
」

の
利

用
を

認
め

、
障

害
者

手
帳

と
同

様
の

取
り

扱
い

を
認

め
る

こ
と

で
、

障
害

者
手

帳
に

替
わ

り
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

ア
プ

リ
に

表
示

さ
れ

る
情

報
を

以
っ

て
、

減
額

処
置

を
行

な
う

。
個

人
情

報
公

開
や

障
害

者
手

帳
自

体
提

示
す

る
こ

と
へ

の
心

的
負

 
担

を
軽

減
し

、
外

出
の

促
進

を
目

指
す

。
②

実
施

主
体

南
海

ウ
イ

ン
グ

バ
ス

③
実

施
時

期
令

和
3
年

4
月

1
日

～

生
産
性
向
上
の
①
取
組
内
容
、
②
実
施
主
体
、
③
実
施
時
期
 等

（
※
 「

年
度
」
：
4月

～
翌
年
3月

)
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①
地
域
間
幹
線
系
統
補
助

生
産
性
取
組
一
覧

8
G
o
o
g
l
e
マ

ッ
プ

へ
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

遅
延

情
報

の
表

示
を

開
始

①
取

組
内

容
バ

ス
の

遅
延

情
報

を
確

認
す

る
際

は
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
の

ア
プ

 
リ

か
ら

確
認

す
る

必
要

が
あ

っ
た

が
、

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

デ
ー

タ
を

 
G
o
o
g
l
e
マ

ッ
プ

と
連

携
さ

せ
る

こ
と

で
、

経
路

検
索

と
と

も
に

バ
ス

の
遅

延
情

報
 
も

確
認

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
、

利
用

者
の

さ
ら

な
る

利
便

性
向

上
を

目
指

す
。

②
実

施
主

体
南

海
ウ

イ
ン

グ
バ

ス
③

実
施

時
期

令
和

3
年

7
月

1
2
日

～

9
モ

バ
イ

ル
チ

ケ
ッ

ト
「

南
海

バ
ス

全
線

一
日

フ
リ

ー
パ

ス
」

の
導

入

①
取

組
内

容
従

来
の

「
南

海
バ

ス
全

線
一

日
フ

リ
ー

カ
ー

ド
」

を
購

入
す

る
際

に
は

、
購

入
 
者

は
営

業
時

間
内

に
南

海
バ

ス
窓

口
等

へ
出

向
く

必
要

が
あ

り
、

利
用

前
に

 
購

入
の

手
間

が
あ

っ
た

。
そ

こ
で

、
モ

バ
イ

ル
チ

ケ
ッ

ト
「

南
海

バ
ス

全
線

一
日

 
フ

リ
ー

パ
ス

」
を

導
入

す
る

こ
と

で
、

購
入

者
は

場
所

と
時

間
に

制
限

さ
れ

ず
好

 
き

な
時

間
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

ア
プ

リ
上

か
ら

パ
ス

を
購

入
で

き
る

よ
う

に
な

 
り

、
購

入
者

の
手

間
の

省
略

を
行

う
こ

と
で

、
利

便
性

の
向

上
を

図
り

、
利

用
促

 
進

を
目

指
す

。
②

実
施

主
体

南
海

ウ
イ

ン
グ

バ
ス

③
実

施
時

期
令

和
3
年

7
月

1
9
日

～

1
0

ま
ち

づ
く

り
と

連
動

し
た

利
用

促
進

策
の

検
討

①
取

組
内

容
・

令
和

４
年

1
1
月

～
山

直
東

の
ま

ち
づ

く
り

と
連

動
し

、
山

直
東

交
通

広
場

を
整

備
し

た
。

・
交

通
広

場
に

て
一

時
駐

輪
ス

ペ
ー

ス
を

配
置

し
、

パ
ー

ク
ア

ン
ド

ラ
イ

ド
の

推
進

に
よ

る
利

用
促

進
を

目
指

す
。

②
実

施
主

体
岸

和
田

市
③

実
施

時
期

令
和

４
年

1
1
月

～

1
1

ス
マ

ホ
定

期
券

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
利

用
促

進

①
取

組
内

容
従

来
、

定
期

券
発

売
窓

口
に

ま
で

出
向

い
て

発
行

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

か
っ

た
定

期
券

を
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
よ

り
購

入
で

き
る

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
し

、
決

済
手

段
に

つ
い

て
も

現
金

の
み

で
あ

っ
た

と
こ

ろ
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
決

済
や

電
子

マ
ネ

ー
決

済
に

も
対

応
し

、
利

用
促

進
を

図
る

。
②

実
施

主
体

　
南

海
ウ

イ
ン

グ
バ

ス
③

実
施

時
期

　
R
5
年

9
月

～

1
2

バ
ス

待
ち

環
境

の
向

上

①
取

組
内

容
バ

ス
停

留
所

周
辺

の
店

舗
等

で
休

憩
ス

ペ
ー

ス
な

ど
を

提
供

い
た

だ
け

る
方

を
募

る
「

バ
ス

待
ち

ス
ペ

ー
ス

」
事

業
を

開
始

。
バ

ス
待

ち
環

境
の

向
上

を
図

り
、

利
用

促
進

に
つ

な
げ

る
。

②
実

施
主

体
岸

和
田

市
③

実
施

時
期

令
和

６
年

３
月

～

1
3

利
用

促
進

施
策

の
実

施

①
取

組
内

容
特

定
日

に
お

い
て

、
市

内
路

線
バ

ス
に

係
る

運
賃

を
利

用
者

か
ら

収
受

し
な

い
「

路
線

バ
ス

無
料

デ
ー

」
を

開
催

。
バ

ス
の

魅
力

を
広

く
発

信
し

、
今

後
の

利
用

促
進

に
つ

な
げ

る
。

②
実

施
主

体
岸

和
田

市
　

南
海

ウ
イ

ン
グ

バ
ス

③
実

施
時

期
令

和
6
年

9
月

～
1
1
月

1
4

公
共

交
通

情
報

の
充

実

①
取

組
内

容
・

山
直

線
バ

ス
停

留
所

「
道

の
駅

愛
彩

ラ
ン

ド
」

に
お

い
て

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
を

設
置

し
、

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

情
報

及
び

観
光

情
報

等
を

放
映

し
、

利
用

促
進

に
つ

な
げ

る
。

・
市

立
岸

和
田

市
民

病
院

総
合

案
内

窓
口

へ
の

モ
ニ

タ
ー

を
設

置
し

、
路

線
バ

ス
の

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

情
報

を
放

映
す

る
こ

と
で

、
利

用
促

進
に

つ
な

げ
る

。
②

実
施

主
体

岸
和

田
市

　
南

海
ウ

イ
ン

グ
バ

ス
③

実
施

時
期

令
和

6
年

3
月

～

1
5

バ
ス

停
留

所
設

置

①
取

組
内

容
・

山
直

線
バ

ス
停

留
所

「
職

業
能

力
開

発
大

学
校

前
」

と
「

山
直

中
町

」
と

は
バ

ス
停

間
距

離
が

大
き

か
っ

た
た

め
、

当
該

区
間

内
に

２
箇

所
の

停
留

所
を

設
置

し
、

利
用

促
進

に
つ

な
げ

る
・

ゆ
め

み
ヶ

丘
地

区
内

大
型

商
業

施
設

の
開

設
を

受
け

、
福

田
線

バ
ス

停
留

所
を

１
箇

所
設

置
し

、
利

用
促

進
に

つ
な

げ
る

。
②

実
施

主
体

岸
和

田
市

　
南

海
ウ

イ
ン

グ
バ

ス
③

実
施

時
期

令
和

7
年

1
月

～
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②地域内フィーダー系統補助
補助の概要
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②
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
補
助

認
定
申
請
書

【
案
】
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地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
補
助

別
紙
（
1
/4
）
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②
地
域
内
フ
ィ
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ダ
ー
系
統
補
助

別
紙
（
2
/4
）
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②
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内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
補
助

別
紙
（
3
/4
）
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②
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
補
助

別
紙
（
4
/4
）
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補助要綱規定事項一覧表

自治体名：大阪府岸和田市

計画名称：岸和田市交通まちづくりアクションプラン（地域公共交通計画編）

地域公共交通計画での記載箇所（頁）

（第１号関係）
地域公共交通確保維持事業により運行を確
保・維持する運行系統の地域の公共交通にお
ける位置付け・役割

P２２　「地域公共交通確保維持改善事業の活用」

（第２号関係）
上記を踏まえた地域公共交通確保維持事業の
必要性

P２２　「地域公共交通確保維持改善事業の活用」

（第３号関係）
地域公共交通確保維持事業により運行を確
保・維持する運行系統に係る事業及び実施主
体の概要

P２２　「地域公共交通確保維持改善事業の活用」

（第４号関係）
地域公共交通計画の区域内全体における地域
旅客運送サービスの利用者の数、収支、費用
に係る国又は地方公共団体の支出の額その他
の定量的な目標・効果及びその評価手法

・利用者の数：P４８
・収支：P４８
・費用に係る国又は地方公共団体の支出の額：P４８

補助要綱第17条第1項
に規定する事項

②フィーダー系統補助
補助要綱規定事項一覧表
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②フィーダー系統補助
様式 表１（令和８年度）

表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） R8年度

起点 経由地 終点 運行態様の別
基準ハで該当
する要件
（別表７・９）

補助対象地域間幹
線系統等と接続の確
保

基準ホで該当
する要件
（別表７のみ）

（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」及び「運送継続特例措置」については、利便増進計画又は運送継続計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１０）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

市区町村名 運送予定者名
運行系統名等
（申請番号）

運行系統

系統
キロ程

計画
運行
日数

計画
運行
回数

利

便

増

進

特

例

措

置

運

送

継

続

特

例

措

置

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７・別表９・別表１０）

岸和田市

南海ウイングバス（株） (1) 岸和田市コミュニティ線 岸和田駅前 市役所前 路線定期運行

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回(3)

①
バス停「岸和田駅前」で
補助対象地域間幹線系
統東ケ丘線と接続

①
循環

(2)

岸和田駅前

21.8ｋｍ
237 2,366

(4)

○○駅 ○○駅

(5)

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ
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②フィーダー系統補助
様式 表１（令和9年度）

表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） R9年度

起点 経由地 終点 運行態様の別
基準ハで該当
する要件
（別表７・９）

補助対象地域間幹
線系統等と接続の確
保

基準ホで該当
する要件
（別表７のみ）

（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」及び「運送継続特例措置」については、利便増進計画又は運送継続計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１０）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

R10年度～計画期間最終年度については、R8年度事業から運行内容に変更がないため省略

市区町村名 運送予定者名
運行系統名等
（申請番号）

運行系統

系統
キロ程

計画
運行
日数

計画
運行
回数

利

便

増

進

特

例

措

置

運

送

継

続

特

例

措

置

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７・別表９・別表１０）

岸和田市

南海ウイングバス（株） (1) 岸和田市コミュニティ線 岸和田駅前 ○○駅

(3)

(2)

(5)

路線定期運行 ①
バス停「岸和田駅前」で
補助対象地域間幹線系
統東ケ丘線と接続

①市役所前 岸和田駅前 ○○駅

21.8ｋｍ
242 2,416

循環

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回(4)

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ
日 回
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②
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
補
助

様
式

表
５

表
５

　
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
改

善
事

業
を

行
う

地
域

の
概

要

（
単

位
：
人

）

　
交

通
不

便
地

域
等

の
内

訳

（
１

）
記

載
要

領

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

（
２

）
添

付
書

類
１

．
「
人

口
集

中
地

区
以

外
の

地
区

」
及

び
「
交

通
不

便
地

域
等

」
の

区
分

が
分

か
る

地
図

を
添

付
す

る
こ

と
。

（
た

だ
し

、
全

域
が

交
通

不
便

地
域

等
と

な
る

場
合

に
は

省
略

可
）

「
交

通
不

便
地

域
等

」
の

欄
は

、
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
改

善
事

業
費

補
助

金
交

付
要

綱
（
以

下
、

「
交

付
要

綱
」
と

い
う

。
）
の

別
表

７
（
ハ

②
（
１

）
）
に

記
載

の
あ

る
過

疎
地

域
の

人
口

、
交

付
要

綱
別

表
７

（
ハ

②
（
２

）
（
実

施
要

領
の

２
．

（
１

）
⑪

）
）
に

基
づ

き
地

方
運

輸
局

長
等

が
指

定
す

る
交

通
不

便
地

域
の

人
口

及
び

交
付

要
綱

別
表

７
リ

に
基

づ
き

地
方

運
輸

局
長

等
が

認
め

る
地

域
の

合
計

（
重

複
す

る
場

合
を

除
く
）
を

記
載

す
る

こ
と

。

「
対

象
地

区
」
の

欄
に

は
、

当
該

市
町

村
の

一
部

が
交

付
要

綱
別

表
７

（
ハ

②
（
１

）
）
に

掲
げ

る
法

律
（
根

拠
法

）
に

基
づ

き
地

域
指

定
さ

れ
て

い
る

場
合

に
、

根
拠

法
ご

と
に

当
該

区
域

の
旧

市
町

村
名

等
を

記
載

す
る

こ
と

。
ま

た
、

地
方

運
輸

局
長

等
が

指
定

す
る

交
通

不
便

地
域

等
が

存
在

す
る

場
合

に
は

、
該

当
す

る
区

域
名

を
記

載
す

る
こ

と
。

「
根

拠
法

」
の

欄
は

、
交

通
不

便
地

域
を

地
方

運
輸

局
長

等
が

指
定

し
た

場
合

は
、

「
局

長
指

定
」
と

記
載

す
る

こ
と

。
ま

た
、

乗
用

タ
ク

シ
ー

以
外

で
の

輸
送

が
著

し
く
困

難
で

あ
る

も
の

と
し

て
地

方
運

輸
局

長
等

が
認

め
た

場
合

は
、

「
局

長
指

定
（
乗

用
）
」
と

記
載

す
る

こ
と

。

「
特

例
適

用
開

始
年

度
」
の

欄
は

、
地

域
公

共
交

通
利

便
増

進
実

施
計

画
又

は
地

域
旅

客
運

送
サ

ー
ビ

ス
継

続
実

施
計

画
を

策
定

し
、

特
例

を
適

用
す

る
場

合
に

記
載

す
る

こ
と

。

人
口

は
最

新
の

国
勢

調
査

結
果

を
基

に
記

載
す

る
こ

と
。

た
だ

し
、

地
方

運
輸

局
長

等
が

指
定

す
る

交
通

不
便

地
域

の
場

合
は

、
申

請
す

る
年

度
の

前
年

度
の

３
月

末
現

在
の

住
民

基
本

台
帳

を
基

に
記

載
す

る
こ

と
。

「
人

口
集

中
地

区
以

外
」
の

欄
は

、
国

勢
調

査
結

果
に

よ
り

設
定

さ
れ

た
人

口
集

中
地

区
に

該
当

し
な

い
地

区
の

人
口

を
記

載
す

る
こ

と
。

　
地

域
公

共
交

通
計

画
、

地
域

公
共

交
通

利
便

増
進

実
施

計
画

、
地

域
旅

客
運

送
サ

ー
ビ

ス
継

続
実

施
計

画
の

策
定

年
月

日
及

び
特

例
適

用
開

始
年

度

計
画

名
策

定
年

月
日

特
例

適
用

開
始

年
度

岸
和

田
市

交
通

ま
ち

づ
く

り
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
（
地

域
公

共
交

通
計

画
編

）
令

和
5
年

3
月

3
0
日

交
通

不
便

地
域

等

人
　

口
対

象
地

区
根

拠
法

市
区

町
村

名
岸

和
田

市

人
　

口

人
口

集
中

地
区

以
外

16,042人



29

令和７年度第１回岸和田市地域公共交通協議会

②フィーダー系統補助
様式 表６

表６　車両の取得計画の概要（車両減価償却費等補助）（地域内フィーダー系統）

イ ロ ハ

南海ウイングバス（株） 1 (1) 岸和田市コミュニティ線 ノンステップ型 スロープ付き 標準仕様 36 R7.12 一括

2 （　）

3 （　）

4 （　）

5 （　）

（注）

５．「購入等の種別」については、一括、割賦又はリースの別を記載すること。

市区町村名 バス事業者等名
申請
番号

運行の用に供する
補助対象系統名

（申請番号）

乗車
定員

購入年月

利便
増進
特例
措置

運送
継続
特例
措置

購入等の種別

岸和田市

補助対象車両の種別

１．「補助対象車両の種別」については、イ欄にノンステップ型、ワンステップ型、小型車両又はプティバスの別を、ロ欄にスロープ付き又はリフト付きの別を、ハ欄に標準仕様（ノンステップバス認定要領（平成２２年６月４
日付け国自技第４９号又は平成２７年７月２日付け国自技第７５号）に基づく認定を受けたもの）又は非標準仕様の別を記載すること。

２．「乗車定員」については、座席数（運転席を含む）に立席数を加えた数を記載すること。なお、立席は座席を除いた面積を１人あたりの専有面積0.14平方メートルで除した数とする（道路運送車両保安基準第24条、第53
条）。

３．「購入年月」については、初年度の場合は購入予定年月を記載すること。

４．「利便増進特例措置」又は「運送継続特例措置」については、地域公共交通利便増進計画又は地域旅客運送サービス継続実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１
０）を受けた補助対象系統の運行の用に供する場合のみ「○」を記載すること。
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②フィーダー系統補助
ローズバス路線図

（１）岸和田コミュニティ線

バス停「岸和田駅前」で補助対象
地域間幹線系統東ケ丘線と接続

岸和田駅前

路線説明図（表１関連図書）

下野町

岸和田カンカンベイサイドモール前

市役所前

大手町

大工町

南町

上野町東

加守町２丁目

箕土路町

下松駅前

上松緑町

上松台

上松台東町

春木市民センター前

山下町

上松町

中井町

春木若松町

競輪場前

府営吉井住宅前

箕土路公園前

下池田町

総合体育館前

市民病院前

星和上松台

保健センター前

土生町

そよら東岸和田前
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②フィーダー系統補助
表５関連 地域区分図
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②フィーダー系統補助
日数・回数カレンダー（令和８年度）

R8年4月 R8年5月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 1 2 3
10 10 10 10

6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10
10 10 10 10 10 10 10

13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31
10 10 10 10 10 10 10 10

R8年6月 R8年7月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5
10 10 10 10 10 10 10 10

8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26
10 10 10 10 10 10 10 10 10

29 30 27 28 29 30 31
10 10 10 10 10 10 10

R8年8月 R8年9月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 1 2 3 4 5 6
10 10 10 10

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13
10 10 10 10 10 10 10 10 10 6

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20
10 10 10 10 10 10 10 10 10

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27
10 10 10 10 10 10 10

24 25 26 27 28 29 30 28 29 30
10 10 10 10 10 10 10 10

31
10

4月 21日 210.回

5月 18日 180.回

6月 22日 220.回

7月 22日 220.回

8月 20日 200.回

9月 19日 186.回

R7年10月 R7年11月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 1 2

6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9
10 10 10 10 10 10 10 10 10

13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16
10 10 10 10 10 10 10 10 10

20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30
10 10 10 10 10 10 10 10 10

R7年12月 R8年1月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4

10 10 10 10 10

8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18
10 10 10 10 10 10 10 10 10

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

29 30 31 26 27 28 29 30 31
10 10 10 10 10

R8年2月 R8年3月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 1

2 3 4 5 6 7 8 2 3 4 5 6 7 8
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

9 10 11 12 13 14 15 9 10 11 12 13 14 15
10 10 10 10 10 10 10 10 10

16 17 18 19 20 21 22 16 17 18 19 20 21 22
10 10 10 10 10 10 10 10 10

23 24 25 26 27 28 23 24 25 26 27 28 29
10 10 10 10 10 10 10 10 10

30 31
10 10

2月 18日 180.回

3月 21日 210.回

12月 20日 200.回

1月 19日 190.回

11月 18日 180.回

令和８年度事業 自治体名 岸和田市
系統番号
系統名

（１）岸和田市コミュニティ線 合計 237日 2366.回

10月 19日 190.回
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②フィーダー系統補助
日数・回数カレンダー（令和９年度）

R8年10月 R8年11月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 1
10 10

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8
10 10 10 10 10 10 10 10 10

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15
10 10 10 10 10 10 10 10 10

19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29
10 10 10 10 10 10 10 10 10

30
10

R8年12月 R9年1月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 1 2 3
10 10 10 10

7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17
10 10 10 10 10 10 10 10 10

21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

28 29 30 31 25 26 27 28 29 30 31
10 10 10 10 10 10

R9年2月 R9年3月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7

10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

8 9 10 11 12 13 14 8 9 10 11 12 13 14
10 10 10 10 10 10 10 10 10

15 16 17 18 19 20 21 15 16 17 18 19 20 21
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

22 23 24 25 26 27 28 22 23 24 25 26 27 28
10 10 10 10 10 10 10 10

29 30 31
10 10 10

2月 18日 180.回

3月 22日 220.回

12月 20日 200.回

1月 19日 190.回

11月 19日 190.回

10月 21日 210.回

令和９年度事業 自治体名 岸和田市
系統番号
系統名

(1)岸和田市コミュニティ線 合計 242日 2416.回

R9年4月 R9年5月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 1 2
10 10

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9
10 10 10 10 10 10 10

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30
10 10 10 10 10 10 10 10 10

31
10

R9年6月 R9年7月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
10 10 10 10 10 10

7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18
10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25
10 10 10 10 10 10 10 10 10

28 29 30 26 27 28 29 30 31
10 10 10 10 10 10 10 10

R9年8月 R9年9月
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 1 2 3 4 5
10 10 10

2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12
10 10 10 10 10 10 10 10 10 6

9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19
10 10 10 10 10 10 10 10 10

16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26
10 10 10 10 10 10 10 10

23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30
10 10 10 10 10 10 10 10 10

30 31
10 10

8月 21日 210.回

9月 20日 196.回

6月 22日 220.回

7月 21日 210.回

4月 21日 210.回

5月 18日 180.回
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 幹線系統補助・フィーダー系統補助
スケジュール


